
令和２年度 みんなで支える森林づくり北信地域会議 

（第１回）実施概要 

 

１ 相手方及び説明実施日時場所 

氏 名 日    時 場     所 

頓所委員 令和２年７月９日(木) 10 時 00 分 中野市役所 

堀澤委員 令和２年７月９日(木) 13 時 30 分 北信州森林組合本所 

宮崎委員 令和２年７月 10 日(金) 10 時 00 分 瑞穂木材株式会社 

大西委員 令和２年７月 10 日(金) 13 時 30 分 なべくら高原森の家 

清水委員 令和２年７月 13 日(月) 10 時 00 分 農事組合法人三ツ和農産事務所 

榊原委員 令和２年７月 14 日(火) 10 時 00 分 飯山市豊田フォレスト工房もくり事務所 

高村委員 令和２年７月 15 日(水) 15 時 00 分 信州大学長野(工学)キャンパス建築学科棟 

 

２ 説明者 北信地域振興局林務課 企画幹課長補佐林務係長 森 一雄 

 

３ 実施内容 

 ※新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、各委員の皆様に会議資料を手交し

て、ご意見をいただく方法により実施した。 

 

（１) 説明資料 

ア 令和元年度の森林税活用事業の実施状況についての検証及び評価 

（ア)令和元年度みんなで支える森林づくりレポート 

（イ)令和元年度森林づくり県民税活用事業検証・評価シート 

イ 北信地域における令和２年度森林税事業の実施予定 

（ア)長野県森林づくり県民税活用事業一覧（北信版) 

（イ)北信地域における長野県森林づくり県民税事業 

ウ 長野県森林づくり指針の計画期間の延長について 

（参考)長野県森林づくり指針の概要 

しあわせ信州創造プラン２．０ ＰＲ版 

〃        北信地域計画 

 

（２)委員からの主な意見等 

ア 令和元年度の森林税活用事業の実施状況についての検証及び評価及び 

北信地域における令和２年度森林税事業の実施予定 

【北信地域における実施状況について】 

・北信地域の活用が他の地域に比べて少ない。次年度の要望を取る段階で、事業を

実施する者に制度が伝わるよう説明会、研修会を行ってもらいたい。 

【里山等の整備について】 

・第１期に間伐したところは、主伐に分類される整理伐が協定の縛りによって実

施できないなどの弊害が出ている。 



・里山整備利用地域活動推進事業について、３年間の上限額が決められていた方

が内容を絞り込める。また、木に触れる機会だけでなく、森に触れる機会を継続

的につなげるため、３年間の事業が終わった後も予算的にフォローが続けられ

るしくみがあった方が良い。 

【間伐材等の利活用について】 

・子供の経験として森林や木材活用の体験が必要。学校林の復活などもっと活用

できないか。小学校の机などを県産材にすることも考えてよいのでは。子供が県

産材に触れる機会を増やすことが重要。子供たちに木材が活用できることを見

せることが必要だと思う。 

・小学校などに子供たちの森林に対する理解がどの程度進んでいるのか調査して

みればどうか。子供に森林に対してどのような認識を持ってほしいのか、県とし

てイメージしておくことが必要。 

・学校で取り組みを行う場合、予算が少ないことが問題になる。学校に一定額の予

算を配分し、森林教育に使ってもらうことも考えた方が良い。 

・「県産材をより身近に感じる→触れる→生活に取り入れる」の流れを作るため、

県産材の家具に助成、ポイントをつけるなどもよいのではないか。 

・木材の利用がないと全てが動かない。木材利用にもっと力を入れた方が良い。 

・子供だけに限らず大学生までの教育が大事。木造建築の重要性が伝わるような

取り組みをお願いしたい。 

【その他】 

・県の制度では補助の期間が３年間の場合が多いが、３年では短い。 

・実施した事業が森林税を活用したものであることが知られていない。森林税  

は、効果、恩恵が一般の県民に見えづらいことから、PR 効果が大きいライフラ

インの保全のための危険木伐採などは、制度としてもっと有効に活用してほし

い。また、工事中、施行中の看板に大きく森林税の活用を謳うなどの工夫があれ

ば良いのではないか。 

・地域に全額を配分して、地域で活用方針を決めるようにすればどうか。地域に配

分することで、年度途中に要望があった場合も対応できるのでは。 

・県下１０地域それぞれの特徴があると思うので、他地域の意見、取り組みを横に

共有することも考えた方が良い。 

 

（２）長野県森林づくり指針の計画期間の延長について 

・期間延長はやむを得ない。 

・指針の計画期間は１０年でも５年ごとに数値目標などを見直すようにした方が

良いのでは。 

 


